






















1989 • II • I (月 I 回発行) 


月刊 • えくてびあん-立 ill と語ろう • 立 ilH こ生きよう 


通#64号 


叫と；: Bf ? 


写真にみる立 B |の鼓 _j 

5市がある中で、市民の手によって市民を讚える催しをしているのは、立川市だけです 




’的他谨〇 5 日火 



会場鍚立川駅ビルウイル 9 F 

ウイルホール(国立 SR 寄り） 

時間 AM 11:00 〜 PM 7:00( 展終日 PM 6:00) 


峰制斯 © ^ 


來踏•チュルー 
(离松町3 10) 

ネパールヒマラヤ • チユ 
ルー南樂峰（8558 メートル} 
の未路の山に挑み、みご 
と登頂に成功した立川女 
子高山岳郎の勇士たち 


齑釀一雄さん ttl 戊〇 

(栄町4 丁 m 
小字校のころより 練成館 
で技を 躞さ，日 体大に入 
つてからは一段と技の 冴 
えをみせて 第 37代アマチ 
ユア 相挨 日本一の座に， 




店番は_たちに wl : a 4 lis がぃ る•といぅの 
お•ま•か•せがフッーの从の中で、なんとこ 
ち t は無人のお* -« いたい人は代 
金を箱に入れて1 s つていくわけです • 
たまにはベ C わないこあるそぅで 
すが•それでもこう L て WU ている • 
その nno イキ◎やは〇「渡る|«:問 
に鬼はない」•のです •**)!! 町界隈》 

立川 tvsl 公召 ^ 



目：：：： eA ろ F 

回年ズさい00者 

—元イくに •1{« 

第成クだなに主 


秋はや0ば0 ァ—卜発信地 • 

*ア|卜"だね泉町にあるァ 

丨トビレッヂには， wRr — 卜の則 
造*たちが新入地を IIH いている®彼 
らによつて • lr ) r = から 10 := |«1 •新宿 (t 
女ビル • Bl ギヤラリ—「花』にて， 

•木 u の4人 .«" が間かれる：：：然のなか1:•ある索：；：を 
tti つて、 . H 分だけの， r I 卜の伙，を柬しんではいかが* 



よ 

だ 

苑 

如 

真 


柿の*味が，11も先から 
fla せる r 秋の空^ J はどこ 
から生れてくるので IM ラか“ 
5のあの淀んだ空^はまた， 
天が「米年用 J 1: 大切にと勺 
ておくのでしようか* 
さわやかな*秋の«如%へ 
ぜひ^*ぉこし<ださぃ令 


_砷本#、典如$物§6をはじ 
めとして映角など琺々だ{さ 
んの ffl £ がしてございます" 
■立川市民 <成入)に限らせ 
て Ift きます。 

■お中し込みは「えくてびあ 
ん • n ンパニオン」(本^を -' F 
池してくれた入> 


■日時 


11H15tn«0 
牛後3時〜一 
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srH の衣 
舐1:ご«坳 
m いたのは • 
給本！：{豕の 
:»木地さん • 

淡いパステル剁の fe 八"いに•は 
のかに 1 i む t ? さをあたぇる法 
で，特に^い ktt に人^が成い 
人です々「よく*パステルで！ i い 
んですか？ •なんて lifl か ni すが、色 
いろいろと^他して^あ; f てい >ま 
の is に人つて17午：：：<:なりますが•時 


k い QjP こいつしよ-, 

八 to 協和銀行 


^ 11 fv 
にその方 
法も* ■-■» 

ていつて 

ますね。 

以明1:' 

桧本の編集を脚と L ていまして•ねと一緒に 
くらせた， JO •と*思つていました■そして， 
その.&いに向-〇て想命に打ち込んできました* 
一枚の^から、いろんな人(:出合えることが 
r き•とつてもステキなことだなと思います 
よ： j と、絵の温もりを知つている^ fr さん。 



てびあん 

t ブ ? M エア ■ メ—ル 
ポツクス 

わが町ブリンストンは秋まつ雒り. ttt 々は 
JSL く^い，まさしくゴージャスといぅ3榘 
がビッタリです s n 本の紅萊はエレガントで 
すが•ここの紅* U リツチといつたところで 
t ぜひ、.^ il にでも時問を( V つて «.{: 来て 
UL ぃものです。 

ところで私の15す 
になる总子， m 本 〆 
は^校一年•当地で 
は10グレードですが • 

塊科が好きなので今 
学期は;1ぅことなく 
中物を进びました‘ 

2迪問が過ぎた頃， 

牛物の 5 t 牛が.&子1:•たずね i した•♦ドゥ 丨 
ユーアンダ— X タンド？ •«» 2:茌は塊解 
できる3ですが，光^の沭義は ^ ^が |« さとり 
に—て，/1!♦と荇えた"先生は W つた 
頌をしてすぐ. e , . J のカウンセラーのところ l:tr 



って H やら W 淡し•.&广は荚術|:«史させられ 
ま1た6慌てたのは.&广で，*ノ —答えた 
のは 1 nl ;* M しい相というつもりだったのです_ 
:祝入梭わずか2週問•先生の»がそのまま聞 
きとれるはずがあ〇ません◊も C 、 この時4ア 
イフイカルト 1* と答えていたら' こんなこ 
とにはならなかつたで I ょう；ディブィカルト* 
に uv ^ L い U ど切张る*の.®味があるのです* 

/-♦には*全くダメ，手も足も出ない/の 

意味が今：：まれています- 
とかく：！： 本では •外！3 に 
行つたらイエス•ノ—を 
ハッキリ S うょう r < えま 
すが，親 I い問 W であま 
りにあ-〇さ〇 t イエス • 
ノ—を so てしまう t ， 
すぐにその友人関係は m 
えてしまいます。むしろ 
H 本的な，やわらかな衣 ( ji の方が良い場へ2も 
多々あるのです， L か1，赵子は今•英附に* 
えています**なぜならば荬阐の先生は戈人の 
うえに，とてもとても M 切なのだそうですけ 
では、そのうちにまた。お.凡^で"： 



HR»S 

:& の終りに^取山へ«つてきま 
したが•さすが あ '*:京部の嵌 ffl 叶 
とあつて•なかなかキツィ登りで 
I た。ヒマラヤのチュルー:^峰と 
やら，この何»倍のキッサかとた 
だただ女'/-商忟生の快爭を仰ぎ% 
るばかり"山、高きが故に-#か 
らず。，てんなこた*、分かつてる" 
分かってはいるのですが‘写 A を 
眺めているだけで山が t つ樂岛さ 
が fe わつてくる，やつばし山はヒ 
マラヤかね。0この街では•すつ 
かりお驯边みになった1ベスト立 
川人•族 j が今年で5回： m を迎ぇ 
るという，こラいう¥«:%は11111 
か二 w が限 FS で’笫「立川には 
そんなに 人：：： がいまいというのが 
大方の兄方だつた。ところが•い 
6わ、いるわで遂に5回：！：* 钸 
子まで柿の亦らみぇくてび*ん 

l a» cst 败 ■ +/IIM 子 _ 山灞子 «| 1 |« 

01® *. 子 '1*H«5 半 «£ 仏 * 曲 «. 子 
■ ¥ 興 I 天 * »3» 興！ 5 MI. I 明畜田 露 n 

スタジオ 269 移 , , II1E#»«I 


ii # 己さん <上财 
町 ) ハンドペルの掏 11' 
者として世！ tT>*?gt 中 . 
氏の ti 揮する n 

丨ハンドべルリンが 
IX* は *? 年、砉莱の 
et • カーネギ—ホ 
丨ル * に招かれた • 


ぅこそ rA 和へ」 
街角から 
笑顔のごあいさつ 


• 3-¢抑^恥^本？?!码硕 
• w .71 ltfi 4 i : lgio 令.！ 
f vn- M ^ 


ft 

$6 :J 钻讲 sa - 恥* i 试鹄 
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タネに託した 10 代の歴史 



普は s 宅の畑で《%とっていたが、今 
では環壤が変って作れなくなった、し 


[ f 樹’.?，_海::ギ奪声術 e •ち、•:リ4夫人' 



m： 


明泊抑嫌までは天杆を肩 
に反:屋•相供一円を裹っ 
て歩いた，その明の地回,. 



い:; v 後蛘 ㈤ :幾公.^,赢必遞レ ：jm 


丨‘花は日本が一*だね，品種改瘦がすすんでいて*しみた•し，やりがいがある.|と_兵«氏„リツ大人も • ■土が 一 
#金しい,欉 L 次つざ新しいのが出るから、今でも勉掸してないといけないん T すよ」,笑麯が*々しい Ifl 代目夫橐* 


ダ 


老撼といい《■の重みという。そ 
れも3代つづけば》り尽く甘ない 
輪*があろう。この街仁も沈期し 
て驊かなる粞顧のかずかずがそこ 
ニニに (9. されてい备 3 


小林種苗店(幸町4 了目) 

釗*が天保4年といぅ • 3代を 
はるかに M えて10代0を数える老 
酺。醪代「*孩 Itr J V 名のり *10 
代 H が典名したの UBF 和22年、27 
t だった •♦« 後の混乱期に、急逝 
した9代 CD の跡をついで大家族を 
支えることになつた新铕問もない 
夫案；10年問は無我夢中だった/ 
抄川の地に2»年。時代は移り•商 
いの仕方も变りつつあるが、その 
•* の£み*は長男正治氏の心に 
確かに受けとめられている" 

















